
CLM が実現する、これからのチームインフラ

日本アイ・ビー・エム株式会社
Rational 事業部

Rationalの新ソリューション基盤
 「CLM(コラボレーティブ・ライフサイクル・マネージメント)」

 を徹底解説！

N21 IBM Rational Collaborative Lifecycle Management for IT
Technical Sales Mastery Test v1 事前学習資料
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紹介資料の構成

•コラボレーティブ・ライフサイクル・マネージメントとは？

•日本において CLM が必要な理由

•５つの目標と行動規範

•IBM Rational 全体像と Jazz Initiative
•CLM ソリューション製品の紹介

•事前学習のポイント及びまとめ
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コラボレーティブ・ライフサイクル・マネージメント
 年間４～６％の生産性を向上する ALM の進化形ソリューション

• ５つの目標を成就する行動規範

Rational 
Requirements 

Composer
Rational 

Team Concert
Rational 

Quality Manager

要求管理要求管理 構成・変更管理構成・変更管理 品質管理品質管理

• ３つの管理インフラを統合

1. 開発リードタイムを短縮する、リアルタイム・プランニング

2. 品質を向上する、ライフサイクルでのトレーサビリティー

3. 価値を最大化する、文脈に応じたコラボレーション

4. 予測の精度を向上する、開発インテリジェンス

5. コストを削減する、継続的な改善
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アプリケーション・ライフサイクル管理
 

(ALM)

ソフトウェア開発活動の反復サイクルにおける
 人、プロセス、情報の流れの制御

アナリスト 設計担当

開発担当リリース担当

品質担当

プロジェクト・

 マネージャー
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ALM ソリューションの実際

• 成果物による工程のつながり／役割は分断されている

Java
C#
COBOL
EGL

0100010

 

1110101

 

0100010

 

1001011

成果物の
管理一元化

要求 設計

テスト

実装配置・運用
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IBM Rational は、ALM のリーダーとして認知されています

IBM は、

 「Strong Positive」という

 最高評価を受ける

© 2010 Gartner, Inc. and/or its affiliates. All rights reserved. Gartner is a registered trademark of Gartner, Inc. or its affiliates. This publication may not be reproduced or distributed in any form without Gartner's prior written permission. The information 
contained in this publication has been obtained from sources believed to be reliable. Gartner disclaims all warranties as to the accuracy, completeness or adequacy of such information and shall have no liability for errors, omissions or inadequacies in such 
information. This publication consists of the opinions of Gartner's research organization and should not be construed as statements of fact. The opinions expressed herein are subject to change without notice. Although Gartner research may include a 
discussion of related legal issues, Gartner does not provide legal advice or services and its research should not be construed or used as such. Gartner is a public company, and its shareholders may include firms and funds that have financial interests in 
entities covered in Gartner research. Gartner's Board of Directors may include senior managers of these firms or funds. Gartner research is produced independently by its research organization without input or influence from these firms, funds or their 
managers. For further information on the independence and integrity of Gartner research, see "Guiding Principles on Independence and Objectivity" on its website, http://www.gartner.com/technology/about/ombudsman/omb_guide2.jsp 

「デリバリー・プロセスの効率的な調整と自動化

 を実現するには、各種アクティビティーの計画、

 評価、実行、管理およびレポートに対する、新

 たな協調型のアプローチが必要です。」

「これらの新たなアプローチが、現在のアプリ

 ケーション・ライフサイクル管理

 

(ALM) ツールを

 差別化するものであり、ALM プロセスを最前線

 の開発アクティビティーに不可欠なものとしてい

 ます。」

「ALM は、持続可能なアジャイル・プラクティス

 を可能にします。ALM は、アジャイル・チーム

 の意思決定および作業についての一貫性ある

 監査可能な記録を行うための管理フレーム

 ワークを提供します。」

Duggan、Jim & Murphy、Thomas E.、「MarketScope for Application Lifecycle Management」、「Gartner, 
Inc.」、2010 年 11 月 11 日 ID Number: G00208572 (2、6 ページ)
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IBM Rational は、ALM のリーダーとして認知されています

レポートの主要ポイント

– 「IBM は、本報告書に記載のある全ベンダ

 ーの中で、最も幅広く、ほぼ間違いなく最も

 層の厚いポートフォリオを有しています。」

– IBM のテクノロジー・スコア:  94.3%

– IBM のマーケット・インパクト・スコア: 10/10
• 最高スコア!
• 他のすべてのベンダーは、IBM との相対評価

 
でランク付けされている

– 「さらに、同ベンダーは市場需要を適切に

 把握し、ツールのサポートに基づいてこの

 需要に対応することで、他のベンダーを凌

 駕している。」 ©Ovum published 3/2011 – 本レポートは、ライセンス製品であり、コピーすることは禁じられています。

Ovum 社の意思決定マトリックス: ALM ベンダーの選択

 参照コード: OI00068-002 出版日: 2011 年 3 月

 
著者: Chandranshu Singh、Tony Baer、Michael Azoff
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コラボレーティブ・ライフサイクル・マネージメント

• 役割、情報、成果物の結び付けを強化

Java
C#
COBOL
EGL

要求 設計

テスト

実装配置・運用

0100010

 

1110101

 

0100010

 

1001011

CLM 
協調できる環境
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安定化スプリント計画

管理システムのシームレスな統合

PM リーダー 開発者 テスト担当

新しい要求を

 
確認

バックログの

 
優先順位付け

テストの計画

計画内タスク

 
を洗い出し

ソース開発,

 
テスト,  展開

障害 / 変更

 
要求を判定

安定化と

 
フィードバック

計画に含める

 
要求を管理

計画の分割

要求を

 
練り上げる

テストケース/

 
スクリプトを構成

テストの実施と

 
報告
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日本において CLM が必要な理由

～ 企業 IT 動向調査に見る IT への期待と課題 ～

(社) 日本情報システム・ユーザー協会
第17回 企業IT動向調査2011 http://www.juas.or.jp/servey/it11/
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ビジネスへの貢献に大きな期待

• 経営層からIT部門への期待と貢献度

出典：日本情報システム・ユーザー協会「第17回 企業IT動向調査 2011」

 

P.65, P.94

• IT投資で解決したい中期の経営課題
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ＩＴの支出配分の傾向

※出典：日本情報システム・ユーザー協会「第17回 企業IT動向調査 2011」

 

P.70

運用・保守

戦略的
 投資

削
減
削
減

xx %xx %

xx %xx %

30 %30 %

70 %70 %

現在の配分 理想配分 IT投資の今後の方向性 (※)
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システム開発における品質・納期・コストの状況

• 顧客満足度が向上しない

– 品質の要求レベルが上がっている

• ４割以上のプロジェクトが納期遅れ

– プロジェクトの短期化

– 要求の変更による手戻り

• IT要員の能力不足

– 業務知識や企画提案

出典：日本情報システム・ユーザー協会「第17回 企業IT動向調査 2011」

 

P.120, P.118, P.108
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５つの行動規範の実践
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５つの行動規範

1. 開発リードタイムを短縮する、リアルタイム・プランニング

2. 品質を向上する、ライフサイクルでのトレーサビリティー

3. 価値を向上する、文脈に応じたコラボレーション

4. 予測の精度を向上する、開発インテリジェンス

5. コストを削減する、継続的な改善

1. 開発リードタイムを短縮する、リアルタイム・プランニング

2. 品質を向上する、ライフサイクルでのトレーサビリティー

3. 価値を向上する、文脈に応じたコラボレーション

4. 予測の精度を向上する、開発インテリジェンス

5. コストを削減する、継続的な改善
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リアルタイム・プランニング

• 要求, 開発, 企画およびテスト
 の各作業工程において単一の
 予定を提供

• チームの全員がプロジェクトの
 状態を理解できる、実績と統合
 された計画

• 不測の事態への対応に必要な
 リアルタイム・データを提供
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ライフサイクルでのトレーサビリティー

• ソフトウェア成果物同士を
 関連を付ける

• 規律を守るために成果物の
 ギャップの認識と解消

• メンバーが完全に情報を基に
 決定できるよう、関連する

 成果物へのアクセス

• 要求からリリースに至るまで完全で明瞭なビュー
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文脈に応じたコラボレーション

• すべてのメンバーが作業に適用
 するために、開発している

 ソフトウェアの情報にアクセス

• フィードバックが早期かつ頻繁
 に成果物のコメント欄に組み込
 まれるので、レビューや承認を
 円滑化

• メンバーが世界規模で効果的に
 コラボレーションするために単

 一のシステムを参照



19
© 2012 IBM Corporation

開発インテリジェンス

• ソフトウェア開発にビジネス・
 インテリジェンスの技法を適用

• 客観的なデータやメトリクスに
 基づいて、適切なタイミングで
 現実に沿った意識決定を可能
 にする

• 早期の問題認識、リスク管理
 および傾向分析で、納品予定
 を守るプロジェクト運営
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継続的な改善

• 継続的にベスト・プラクティス
 を採用して手作業、非創造的
 、ミスが発生しやすい作業を

 軽減

• 予期しない問題を低減して、
 チームが仕事のリズムを確立

 することを支援

• チームの障壁を取り除く追加
 の改善の即座に推進

• 開発サイクルの短縮と生産性
 の向上
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IBM Rational CLM ソリューション

• ５つの行動規範

– リアルタイム・プランニング

– ライフサイクルのトレーサビリティー

– 文脈に応じたコラボレーション

– 開発インテリジェンス

– 継続的な改善

• ５つの目標達成

– 開発リードタイムを短縮

– 品質を向上

– ソフトウェアの価値を高める

– 予測の精度を向上

– コストを削減

• ３つの管理インフラを統合

Rational 
Requirements 

Composer
Rational 

Team Concert
Rational 
Quality 

Manager

要求管理要求管理 構成・変更管理構成・変更管理 品質管理品質管理

設計担当

アナリスト 開発者

品質担当

開発担当
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期待される効果

行動規範行動規範 品質品質 コストコスト 納期納期

リアルタイム・プランニング

ライフサイクルでのトレーサビリティー

文脈に応じたコラボレーション

開発インテリジェンス

継続的な改善
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IBM Rational 全体像と Jazz Initiative
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IBM Rational のカバー領域
コ

ス
ト

削
減

戦
略

的
価

値

オープンな基盤によるデータ、ツールの統合、自動化オープンな基盤によるデータ、ツールの統合、自動化

ビジネスの計画と適正化
プロジェクトのビジネス効果を測定

 

| IT 投資の優先付け

ITのビジネス価値を理解

 

| リスク管理と変更の影響分析

設計, 開発 および 展開
要求定義

 

| アーキテクチャー

 

|   モデリング

 

|   開発

 
テスト

 

| 配置とリリース

 

|   運用

コラボレーションのための
カスタマイズ可能なプロセス

バージョン整合

可視化と透明性

プロジェクトの実行と
リンクする計画

統合アプリケーション・ライフサイクル管理
 チーム, 職務, プラットフォーム, 地理を問わないコラボレーション

エンタープライズ・

 
モダナイゼーション

現代化による統合

 
でマルチプラット

 
フォームでの開発

ライフサイクルの

 
全般に浸透

セキュリティー
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具現化の取り組み

IBM Rational の方向性

– スクラッチ開発のボリュームは減少している

– IT のデリバリーは企業の重要なビジネス・プロセス

– デリバリー全般の支援には人、データ、ツールの連携が必須

25

開発からデリバリーへ軸足をシフト開発からデリバリーへ軸足をシフト

ツールからソリューションの提供へシフトツールからソリューションの提供へシフト
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Jazz Initiative

26

PLATFORM
Open Services for Lifecycle Collaboration

and
Integration Services

Application frameworks and toolkits
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IBM ソフトウェア・グループの変革

SoftwareSoftware and and systemssystems 
deliverydelivery

• オープンで共通の

 プラットフォーム

• チーム全体で目的共有

• 活気ある専門家の

 コミュニティー

• 経済ガバナンス

• 測定の改善

 （売上

 
/ 要員数）

• より効率的な

 オペレーション

• 新しい製品への投資

• 共通アーキテクチャー

• デザインの外側

• プロセスとツール

• 再利用

• コンポーネント化

統合 コラボレーション 最適化
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変革の取り組み結果（グループ全体）

廃棄コードや作業の手戻りを 4.5% 削減
さらに、メンテナンス・コストを

 
３億ドル 節約

純利益 15%

従業員一人当りの売上高

2005 2006 2007 2008 2009 2010

アセットの再利用が向上

2009 2010

80,000 
アセット登録数

70,000 
検索件数／週

7,000 
ダウンロード／週

2011
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IBM Rational における変革の効果

5%

2006

47%

>9

3% 95%

85%アジャイル

 
/ 反復

プロジェクト数

予定通りの出荷

障害修正までの月数

公開前に修正した

 ベータ版の障害数

効率化指標 2011

95%

2.7

費用比率
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コラボレーションの課題
 あなたのチームでは...

• 新しいチーム・メンバーに状況をす

 ばやく説明できますか?

• アウトソースおよび分散されたチー

 ム・ メンバーと作業を行う際に、複数

 の時差による障壁を乗り越えられま

 すか？

30

• 特定のタスクに関連したあらゆる情報を検索できますか?

• チーム・アクティビティーの「誰が、何を、いつ、なぜ」をすばやく把握でき

 ますか?
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コンテキストに応じたコラボレーションによる製品価値の向上

各チームがコラボレーションを行い、ソフトウェア開発の成果物をレビューする権限を持つことにより、
フィードバックを早期に取り込み、多くの場合、ステークホルダーのそれぞれのビジョンにデリバリー
を連携させることができる。

共有リポジトリーでホストされる唯一の情報源 (single source of truth) が提供され、世界中の

チーム・メンバーが効果的なコラボレーションにより、集合的なインテリジェンスを構築できる。

すべてのチーム・メンバーが、各自の作業に関連する情報にすぐにアクセスできる。

31
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コンテキストに応じたコラボレーションで、常に最新情報を表示

開発者向けに太字で表示された未読のワークアイテム

要求についてのスレッド化され

 
たディスカッション

要求に関する最近のディスカッション

 

(ハイライト箇所)

32
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CLM ソリューション製品の紹介

Jazz プラットフォームへの統合による一体化
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Jazz プラットフォーム統合
 スター型からハブ・スポーク型でのツール／データ連携

変更管理

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

要求管理

作業管理

品質管理

構成管理

変更管理

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

UI

LOGIC

DB

要求管理

作業管理

品質管理

構成管理
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CLM ソリューションのトポロジー

アプリケーション・サーバー／データーベース・サーバー

データウェアハウス

Jazz 管理

 データベース

要求管理
アプリケーション

構成・変更管理
アプリケーション

品質管理
アプリケーション

Jazz 管理

アプリケーション
構成・変更管理

 データベース
品質管理

データベース

• チーム・メンバー
• 利害関係者

HTTP / HTTPS
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36

Open Services for Lifecycle Collaboration (OSLC) 
ソフトウェア・ライフサイクル・ツールによるデータ共有方法を

 標準化する取り組み

コミュニティー主導 – @ open-services.net
数多くの領域の仕様

例: ALM、PLM および DevOps
シナリオによる定義 – ソリューション志向

インターネット・アーキテクチャーによる促進

業界全体での普及に向けた異なるアプローチ

Open Services for Lifecycle Collaboration
Web が促進するライフサイクル統合

その仕組み

OSLC とは

Web による推進 無償の使用と共有 業界の変化
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定義・作成
リッチ・テキスト・ドキュメント

プロセス・ダイアグラム、ユースケース

ストーリーボード、画面スケッチ＆フロー

用語辞書

可視性
ダッシュボード、分析用ビュー

コレクション（グルーピング）

関係性の追跡

定義・管理
体系化、属性 / タイプ.
ベースライン、変更履歴、再利用

メトリクス分析

計画化
計画化機能の統合、見積もり

進捗トラッキング

ライフサイクル
ライフサイクルの一元化リポジトリー

柔軟なライセンス方式

Agile Iterative
Waterfall

レビュー・ディスカッション

体系化・可視化

Rational Requirements Composer (RRC) 
要求管理とドキュメント管理のサポート環境

コラボレーション
レビュー＆承認、ディスカッション、QA
e-メール通知
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開発インフラ機能
分散開発サポート

ルール定義と適用

プロセス通知と強制

作業の効率化
ワークアイテム管理

ソフトウェア構成管理

ビルド管理

可視性
プロジェクト・ダッシュボード

チーム・メンバーの作業状況

管理の効率化
計画管理

Agile Iterative
Waterfall

作業の効率化

Rational Team Concert (RTC) 
チーム・コラボレーション開発の実践環境

管理の効率化

コラボレーション
レビュー＆承認、ディスカッション、QA
e-メール通知
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定義・作成
テスト計画

テストスケジュール

テスト見積

品質の目的

テストケース

開始/終了条件

コラボレーション
テスト計画

e-メール通知

可視性
ダッシュボード、レポート

関係性の追跡

管理
構造化、属性 / タイプ.
トレーサビリティー

スナップショット、変更履歴、再利用

メトリクス分析

自動化
手動テスト・オーサリング

テスト対象範囲最適化

テスト・ラボ管理

ライフサイクル
ライフサイクルのトレース

柔軟なライセンス方式
Agile Iterative

Waterfall

Rational Quality Manager (RQM) 
ソフトウェア品質のセントラル・リポジトリー
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Rational Reporting for Development Intelligence (RRDI)

• Rational® Reporting for 
Development Intelligence は、

 レポート・サーバーとコンテンツ・

 
ストアという

 

2 個のコンポーネン

 トで構成されています。これらの

 
コンポーネントは、ETL プロセス

 を介してデータウェアハウスと対

 話することにより、接続されてい

 るデータ・ソースのライブ・レポー

 トを提供します。

• 主な機能

– ETL
– データウェアハウス

– レポート・サーバー

– コンテンツ・ストア

• Rational® Reporting for 
Document Generation を使

 用して、現行ビュー内のデー

 タを

 
HTML にエクスポートす

 ることができます。
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Bridges: Synchronizers: 

ClearQuest 
リポジトリ RTC 

リポジトリ

ClearCase Bridge
• RTCのワークアイテムに対応するUCMのアクティビティ、バー

 
ジョンをリンク情報として作成/保持

•

 

ClearCase 7.1.0.2, RTC 2.0以降

 

for CC UCM

•

 

ClearCase 7.1.2, RTC 3.0以降

 

for Base CC

ClearQuest Bridge
• RTCのワークアイテムにCQのレコードをリンク情報として保持

•

 

ClearQuest 7.1以降が必要

ClearCase           
リポジトリ

CC/CQとRTCの情報のシンクロ

RTC 
リポジトリ

ClearQuest 
リポジトリ

ClearCase           
リポジトリ

ClearCase Synchronizer
•CCのストリーム/ブランチとRTCのストリームをシンクロ

•ClearCase 7.x以降が必要

ClearQuest Synchronizer
•CQのレコードとRTCのワークアイテムをシンクロ

•同期のためにClearQuest record スキーマとRTCのワー

 
クアイテムスキーマの内容をマッピングさせるルールの設定が

 
必要

•ClearQuest 7.x以降が必要

CC/CQとRTCの情報のリンク

CQのレコードと

 
RTCのワークアイテムを

 
シンクロ

CCのストリーム/ブランチと

 
RTCのストリームをシンクロレコード

ワークアイテム

アクティビティ、バージョン

リンク リンク

（参考）CC/CQとRTCの連携方法
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ＣＬＭ
 

Products の基本的な特長と機能のポイント

Rational Team Concert の基本的な特長と機能
• 特定の目的でチーム・メンバーが変更セットをまとめて共有できるRational Team Concert の機

 
能をストリームといいます。

• RTCではロードマップビュー機能があり、そこでワークアイテム間の依存関係を理解することがで

 
きます。

• チームが利害関係者からのフィードバックを収集して返答するために役立つ Rational Team 
Concert の機能は、オンライン・レビュー

 

とスレッド化されたディスカッションです。

Rational Requirements Composer の基本的な特長と機能
• 重要な用語の定義に同意できずにいる利害関係者の障壁を取り除くのに最適な Rational 

Requirements Composer の機能を、用語集を作成して、レビュー用に提出することが可能です。

• ユースケース・ダイアグラムとは、設計に焦点を合わせるのではなく、お客様との対話を視覚的に

 
モデル化するために、利害関係者が作成すべき成果物をいいます。

• 利害関係者がユーザー・エクスペリエンスを視覚化できるようにするための成果物を、ユーザー・

 
インターフェース・スケッチとストーリーボードで利用が可能です。

Rational Reporting for Development Intelligence (RRDI) および

 

Rational Reporting for 
Document Generation(RRDG) の基本的な特長と機能

• コンプライアンス文書を作成することで、チーム・リーダーは、プロジェクトの要件を設計がどの程

 
度満たしているかを実証する成果物レポートを作成できます。
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ＣＬＭ
 

Products の基本的な特長と機能のポイント

CLM を単なる

 

1 つの製品ではなくソリューションとして説明

• Rational Quality Manager と、IBM Rational CLM のその他のコンポーネントとの統合によっても

 
たらされる利点は、全員が障害とその影響に関する可視性を持つことと、テスト担当者はテスト・カ

 
バレッジのギャップをより簡単に確認できます。

• IBM Rational CLM は、状況を最新に保つ必要性と管理上のオーバーヘッドを、どのようにして最

 
小限に抑えために、カスタマイズ可能なダッシュボートとレポートを提供できます。

• Jazz プラットフォームが CLM に

 

もたらす価値は、個々の製品をより簡単に統合できることです。

CLM の販売機会を考える

• IBM Rational CLM ソリューションの

 

1 製品を既に所有しているお客様の関心をも高めることです

 
。

• IBM Rational CLM のコア製品のクロス

 

(共有) ライセンスと機能の利点とは、お客様が他のコア

 
製品を試してみようする意欲の向上とかき立てられる既存の投資に対してさらなる価値が提供さ

 
れることである。

IBM CLM 製品の主な競合製品を知り、IBM が市場のトップ

• IBM Rational CLM の主な競合製品は自社で独自に構築しているALMである。

• ガートナー社の

 

2010 年のレポート「MarketScope for Application Lifecycle Management」で同

 
じランクの「Strong Positive」を受賞しているベンダーは他にはありません。

• IBM Rational CLM を競合他社の製品と差別化する機能は、共通の Jazz プラットフォームと

 
OSLC のサポートです。
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ALM の 5 つの行動規範のポイント

ALM の 5 つの行動規範のまとめ

• 5つの行動規範のうち、チームが予期しない問題に迅速に対応して計画を滞りなく進

 めるために最も役立つことは、リアルタイム・プラニングです。

• 5 つの行動規範のうち、各チーム・メンバーが、他のメンバーの行動とその行動がワー

 クロード全体に及ぼす影響を把握するために最も役立つことはライフサイクル・トレーサ

 ビリティーです。

• 開発インテリジェンスの行動規範において予測可能性を向上する方法は、ファクト・ベ

 ースの意思決定を可能にすることです。

• 継続的な改善という行動規範は、どのような点でコストの削減に役立つことは、創造性

 のない手動タスクの自動化とチーム間での再利用のためのベスト・プラクティスを取得

 することです。
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基本的な技術知識のポイント
CLM 製品のデプロイ、インストール、およびアップグレードに関する基本知識

• IBM Rational CLM ソリューションの推奨されるデプロイ方法はお客様が 1 つの機能に十分に馴

 
染んでから次の機能を使い始めることができるよう、機能を段階的にデプロイすることです。

• お客様は、CLM ソリューションに対する完全なシングル・サインオン

 

(SSO) のサポートを実装した

 
いがこの機能は、WebSphere Application Serverが実現が可能です。

• IBM Rational CLM ソリューションがサポートするアプリケーション・サーバーは、IBM 
WebSphere とApache Tomcatです。

• 完全な IBM Rational CLM ソリューションをデプロイするときに独自のデータベースを必要としな

 
いアプリケーションは、要件管理です。

• お客様は事前定義されているデータベースとアプリケーション・サーバーを使用して

 

IBM Rational 
CLM をデプロイしました。次に、本番用のシステムを準備するにあたってパフォーマンスと信頼性

 
を向上したい場合はDerby から

 

IBM DB2とTomcat から

 

WebSphere Application Serverを推奨

 
することが望ましいです。

• IBM Rational CLM ソリューションで評価用、およびより小規模なデプロイメント用に提供される事

 
前構成済みの製品は、Apache TomcatとApache Derbyです。

• IBM Rational CLM 3.0.1.x へのアップグレードでは、サーバーは、別の物理マシンに移動できま

 
す。

• 1 回のサーバー・セットアップで

 

IBM Rational CLM をデプロイすることの主な利点は、ワークアイ

 
テムの簡素化されたリンクです。

• IBM Rational CLM を分散セットアップする際に、Jazz Team Server (JTS) インスタンスを複数利

 
用してデプロイする主な利点はバックアップおよびマイグレーション対象となるリポジトリーを小さく

 
できることと、保守時間帯のスケジュールが容易になることです。
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ALM 製品と他の IBM Rational 製品の統合のポイント

ALM 製品と他の IBM Rational 製品との間でサポートされている統合

• IBM Rational Requirements Composer のバージョン

 
3.0.1 以降ではどの製品との統

 合がサポートは、Rational Software Architect Design ManagerとRational 
ClearQuestです。

• ClearCase により

 
Source Control Management (SCM) サービスが提供される場合、

 Rational ClearCase を
 

IBM Rational CLM 環境と統合するために使用すべき方法は

 、ClearCase Bridgeです。

• Rational Reporting for Development Intelligence (RRDI) と
 

Rational Reporting for 
Document Generation (RRDG) の主な違いは、RRDI レポートは意思決定支援ツー

 ルとして使用され、RRDG レポートは成果物として使用されることです。

• Rational Reporting for Development Intelligence (RRDI) は、ダッシュボードとチャー

 トが

 
3 つの CLM 製品のユーザーをサポートしなければならない場合は大変有効です

 。
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CLM のライセンスおよびその構成のポイント

CLM のライセンスおよびその構成

• IBM Rational CLM ソリューションのライセンスは、各ユーザーがアクセス可能

 な機能に基づく利用になります。

• IBM Rational CLM ソリューションのすべてのアプリケーションにまたがるすべ

 ての機能に対する読み取り/書き込みアクセス権を持つ役割は、CLM 
Professionalです。

• Analystの役割が完全な読み取り/書き込みアクセス権を持つ

 
CLM 機能は、

 要件管理です。

• IBM Rational CLM における製品は、製品ライセンスにおいては、インストー

 ルされている

 
CLM アプリケーションの特定機能のロックを解除することです。
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Jazz.net 及びＣＬＭ全般のポイント

Jazz.net に参加して、追加情報の検索、バグのレポート、および各種バージョンの製品のダウンロー

 
ドを実行のポイント

• マイルストーンにより、お客様が進捗を見守り、フィードバックを提供できるようにするため、

 
Jazz.net でほぼ 8 週ごとにダウンロード可能となります。

• お客様を Jazz.net のコミュニティーに参加しようという気持ちにさせるには、CLM プロジェクト・ダ

 
ッシュボードの監視と機能要求の提出とフォーラムへの投稿がポイントになります。

お客様に共通の CLM タスクについてデモンストレーション

• IBM Rational CLM アプリケーションのルック・アンド・フィールをお客様に体験していただく最も簡

 
単な方法は、お客様を Jazz.net に招待して登録してもらい、セルフホスト型の

 

CLM ソリューショ

 
ンを試してもらうことです。

CLM のインコンテキスト・コラボレーションについて

• インコンテキスト・コラボレーションでは、チーム・メンバーの生産性を高めるためには、情報の検

 
索に費やす時間を短縮することです。

• インコンテキスト・コラボレーションでは、主にチームのレビュー、承認、およびコメントを容易にす

 
ることが可能であり、プロジェクトが利害関係者のビジョンとニーズを満たせるようにしていることで

 
す。

• ディスカッションを要件に直接添付することの主な利点は、すべてのチーム・メンバーが重要な情

 
報にアクセスできるようになることです。
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ＣＬＭの推奨のポイント

お客様にシナリオを示し、特定の

 
CLM 製品と機能を推奨することでお客様がイ

 ンコンテキスト・コラボレーションを達成するよう支援

• 完成した製品が利害関係者の要件を満たしていないために計画の変更が必要となるこ

 とが頻繁にあるため、公式レビューと承認とスレッド化されたディスカッションを利用する

 ことが重要です。

• 開発者が複数の時間帯の地域に分散しているという障壁を乗り越えるために最も役立

 つために、Rational Team Concertが有効です。

• チームのメンバー達は、電子メール・スレッドの重要な情報や意思決定事項を頻繁に

 紛失しています。IBM Rational CLM では、ワークアイテムのコメントを

 
@ 付きのユー

 ザーに送ることと、オンライン・ディスカッションを要件のインコンテキストで取り込むこと

 で解決が可能です。

• フィードバックの紛失によって、完成した製品が利害関係者のニーズや期待にそぐわな

 くなることが頻繁にあります。利害関係者とのコラボレーションの向上に最も効果的な

 やり方は、公式レビューと承認とスレッド化されたディスカッション

 
を利用することです。

• 開発チームの複数のメンバーが、他のチーム・メンバーとは違う時間帯の地域で作業し

 ています。そこで役立つことは、スレッド化されたディスカッションを持つ要件にリンクさ

 れたワークアイテムを利用することです。
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ＣＬＭの推奨理由のポイント
お客様にシナリオを示し、特定の

 

CLM 製品と機能を推奨することでお客様がリアルタイム計画を達成

 
するよう支援

• 開発チームには、大量の仕事を抱えているメンバーもいれば、ほとんど何も割り当てられていない

 
メンバーがおります、そこで「ワーク・ブレークダウン」ビューで業務の標準化を図ります。

• グループが先に進むために完了しておく必要のあるタスクをチーム・メンバーが認識していないた

 
めに、プロセスが行き詰まってしまうことが頻繁にあります。このような遅延を防ぐために最も役立

 
つ IBM Rational CLM の機能は「ロードマップ」ビューに、チーム全体の依存関係が表示される機

 
能です。

• 開発チームとテスト・チームは、別々に計画を管理しており、それらが適切に調整されていないこと

 
がよくあります。これらのチームが IBM Rational CLM を使用してより効果的に調整をするには、

 
大きなワークアイテムを複数の作業分野にまたがったタスクに分解することと、リリース計画をテ

 
スト計画と要件にリンクさせることです。

• 組織では、計画活動に参加して実行するメンバーの獲得に困難を極める場合があります。この場

 
合の販売担当者が推奨すべき IBM Rational CLM の機能は、チーム・メンバーが、日々の作業

 
中に状況を更新できる機能です。

• チームでは、ALM ソリューションでアジャイルを使用したいけれど、毎日の現場レポートも保持し

 
ておきたいと考えています。このニーズを満たすために最適な

 

IBM Rational CLM の機能は「タス

 
ク・ボード」ビューです。

• チームでは、複数の作業分野にまたがるプロジェクトの依存関係の追跡に苦慮しています。販売

 
担当者が強調すべき IBM Rational CLM の機能は「ロードマップ」ビューを利用して確認が可能で

 
す。

• 実行者は、計画活動への参加に乗り気でありません。販売担当者が提案すべき IBM Rational 
CLM の機能はチーム・メンバーの日々の作業中に状況を更新できる機能を利用して、計画活動

 
を確認することが可能です。
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ALM でのリアルタイム・プラニングの価値のポイント

ALM でのリアルタイム・プラニングの価値

• チーム全員にプロジェクトの全体的なスコープを理解させるためには、要件、

 開発、およびテストにわたる単一の計画を提供することです。

• 開発チームは、計画ができるだけ最新かつ正確に保たれるようにしたいと考え

 ていますが、営業担当は、計画には、作業に対する更新が自動的に反映され

 ることを通常は検討します。

• プロジェクトの状況をリアルタイムで確認できることの主な利点は、チーム・メン

 バーが、不測の事態により速やかに対応できることを実現することです。

• IBM Rational CLM のリアルタイム・プラニングの主な利点は、計画の正確さ

 を保てるよう全員が貢献することができることです。
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ライフサイクル・トレーサビリティーと
 

CLM 製品のポイント

ライフサイクルのトレーサビリティーの価値を説明

• ライフサイクルのトレーサビリティーでは、品質の向上がどのようにして実現するために、プロジェ

 
クトの完全性を可視化することで確認が可能です。

• ライフサイクルのトレーサビリティーでは、品質の向上を、計画されているアイテムの完全性を可

 
視化することと、関連する成果物に簡単にアクセスできるようにすることで実現します。

お客様にシナリオを示し、特定の

 

CLM 製品と機能を推奨することでお客様がライフサイクル・トレーサ

 
ビリティーを達成するよう支援

• ビジネス分析者は、すべての要件が複数の作業分野を十分にカバーしているかどうか確信が持

 
てません。そこで、「トレーサビリティー」ビューを利用して、確認することを実現します。

• 開発チームは、未解決の障害を確認する必要があります。このチームが使用すべき IBM 
Rational CLM の機能はライフサイクルのクエリーです。

• チーム・リーダーは、カバレッジ内のギャップの可視性を高める必要があります。このニーズを満

 
たすために最適な

 

IBM Rational CLM の機能は

 

色分けされたタグを利用することです。

• 開発者とテスト・チームとの間のコミュニケーション不足によって、進捗に遅れが出ています。販売

 
担当者が強調すべき IBM Rational CLM の機能はテスト結果は影響を受ける作業に自動的にリ

 
ンクされることと、開発者はテスト・チームに問い合わせることなく障害の正確な状況を確認できる

 
仕組みを利用することです。

• 開発者は要件に関連するすべての成果物を追跡することが困難であると感じています。この問題

 
を解決するために最適な IBM Rational CLM の機能は

 

トレーサビリティー・リンク機能です。
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ALM での開発インテリジェンスの価値のポイント

ALM での開発インテリジェンスの価値を説明

• 開発インテリジェンスでは、予測可能性の向上は、ファクト・ベースの意思決定を可能に

 することと、チームが問題を早期に特定できるようにして実現します。

• プロジェクト情報のやりとりにダッシュボードが効率的な手段である理由は、

 
データが

 把握しやすいように可視化されて表示されることと、さまざまなビューレットをサポートし

 ていることです。

お客様にシナリオを示し、特定の

 
CLM 製品と機能を推奨することでお客様が開発インテリ

 ジェンスを達成するよう支援

• プロジェクト・マネージャーは、要件カバレッジに関する情報レポートを頻繁に必要とし

 ます。このニーズを満たすために最適なオプション機能はQuery Studioです。

• テスト・チームは、テストが実行されていない要件のリストに迅速にアクセスする必要が

 あります。

 
販売担当者が強調すべき IBM Rational CLM の機能はダッシュボード・ウィ

 ジェットです。

• レポートの作成者は、開発チームとテスト・チームからのメトリックの収集に過度の時間

 をかけています。IBM Rational CLM では、このプロセスをサンプル・レポートと照会が

 組み込まれているとデータは、共通のウェアハウスに保存されるために簡素化されて

 います。
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ALM でのプロセスの改善の価値のポイント

ALM でのプロセスの改善の価値を説明

• ALM でのプロセスの改善の継続的な改善目標は手動の創造性のないタスクを減らす

 ことです。

• 継続的な改善において、予期しない問題は、作業リズムを確立することで低減されるこ

 とです。

お客様にシナリオを示し、特定の

 
CLM 製品と機能を推奨することでお客様がプロセスの

 改善を達成するように支援

• 将来のプロジェクトに実装したいプロセスを作成し終わりました。

 
このチームでのCLM 

機能ではプロセス・テンプレートを利用することでより効果を発揮します。

• アジャイル・ストーリーの作成時に、いつもストーリーを分析者、開発者、およびテスト担

 当者のタスクに分割していることに気づきました。このタスクを自動化するために使用

 すべき IBM Rational CLM の機能はワークアイテム・テンプレートです。

• ベスト・プラクティスを再利用するためには、IBM Rational CLM を効率的に利用するた

 めには、プロジェクト・テンプレートを作成することです。

• アジャイル・チームが次のプロジェクトのために改善すべき領域を特定するのに役立つ

 ベスト・プラクティスは、割り振り項目を確定することです。
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まとめ
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Collaborative Lifecycle Management
• 役割、情報、成果物の結び付けを強化

Java
C#
COBOL
EGL

要求 設計

テスト

実装配置・運用

0100010

 

1110101

 

0100010

 

1001011

CLM 
協調できる環境
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IBM Rational CLM ソリューション

• ５つの行動規範

– リアルタイム・プランニング

– ライフサイクルのトレーサビリティー

– 文脈に応じたコラボレーション

– 開発インテリジェンス

– 継続的な改善

• ５つの目標達成

– 開発リードタイムを短縮

– 品質を向上

– ソフトウェアの価値を高める

– 予測の精度を向上

– コストを削減

• ３つの管理インフラを統合

Rational 
Requirements 

Composer
Rational 

Team Concert
Rational 
Quality 

Manager

要求管理要求管理 構成・変更管理構成・変更管理 品質管理品質管理

設計担当

アナリスト 開発者

品質担当

開発担当
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• Rational は、以下３つのテーマを通して、お客様のソフトウェア
 開発およびシステム運用のプロセス変革に貢献します

CLM がもたらすビジネス・バリュー

統合

ライフサイクルを
またがって統合化

• Rational、サードパーティー、

 
および、インハウス・ツール

 
の統合

• より良い追跡可能性の実現

品質向上

コラボレーション

チームおよび文化を
統一するための協調

• 統合し協調するワークフロー

 
やプロセスを規定

• グローバル分散チームに

 
よって、スケーラビリティー

 
が向上

組織強化

最適化

ビジネス成果の
最適化

• 状況に応じた開発計画

 
および範囲の合意形成

• 統一したインフラによる

 
活動および成果の測定

的確な判断
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